
御意見・御提言の内容（要旨） 県の考え方
宮城県循環型社会形成推進計画（第３期）
（案）での対応

　2章2節中「宮城県の環境の現状と課題のポ
イント」において，「一般廃棄物・産業廃棄
物ともに，東日本大震災前に比べて依然とし
て排出量が多い状況です」とあるが，東日本
大震災前の状況と比較することが適切なのか
検討いただきたい。

　廃棄物の排出量については，東日本大震災
に係る災害廃棄物は区別して集計されており
ますが，震災の発生に伴い家庭及び事業所か
らの排出量が増加したこと，また，その後減
少傾向にはあるものの，直近のデータにおい
て，震災前までの状況に戻っていないことか
ら，現状を伝えるため，このような記載とし
ております（P.9　2節「宮城県の環境の現状
と課題のポイント」）。

「宮城県環境基本計画（第4期）中間案」に対
するパブリックコメントの結果に係る「県の
考え方」のとおり。

　日本のプラスチックリサイクルは多くが
サーマルリサイクル（熱回収）で，本来ある
べきプラスチック自体の減量や再利用は進ん
でいないのが現状である。P35「プラスチック
問題への対応」やP84「政策2　循環型社会の
形成」個別計画に，プラスチック消費の抑制
と再利用率の目標等，具体的な計画の記載を
求める。

【類似　1件】

　本計画は，環境分野の個別計画に施策の基
本的方向性を与えるものとして位置付けられ
ており，各環境分野の具体的な取組や目標等
については，個別計画において定めることと
しております。
　個別計画の策定・推進に当たっては，御意
見を参考とさせていただきます。

　環境基本計画の個別計画である「宮城県循
環型社会形成推進計画（第３期）」（案）に
おいて，「プラスチックの３Ｒ＋Renewableの
推進」の項目を設け，プラスチック消費の抑
制を目指すほか，プラスチック類の再資源化
率の目標を定めています。

「宮城県環境基本計画（第4期）中間案」に対するパブリックコメント結果

宮城県環境基本計画に対するパブリックコメントの結果に係る宮城県循環型社会形成推進計画（第３期）での対応について
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